
　荻窪駅の北西部に位置する「清水」は一丁目から三丁目
まである、人口4,454人、4,392世帯（平成28年10月現
在）の町です。
　江戸時代にさかのぼると、現在の「清水」の町域は、豊多
摩郡下井草村の小
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」にあたります。そして
昭和7年（1932）の
杉 並 区 発 足 時 に
なると、それまで
の「沓掛」は、「沓掛
町」と「清水町」に
分かれました。町
名として「清水」と
いう名が使われる
のは、この時から
です。
　さらに、昭和40
年（1965）の住居
表示の実施時にな
ると、「清水町」は、

「清水」と町名が変
わります（かつての「清水町」は、現在の「清水一丁目」と「清
水二丁目」にあたります）。また「沓掛町」は、現在の「清水三
丁目」・「今川一丁目」・「桃井一丁目」になります。こうして
古くからあった町名である「沓掛」は、この時点で無くなり
ました。
　しかし、現在でも「沓掛」の町名は、町内で目にすること
ができます。例えば「区立沓掛小学校」（清水三丁目）や「区
立くつかけ公園」（清水三丁目）、「沓掛商店会」（清水二丁
目・清水三丁目・今川一丁目・桃井一丁目の商店会）等があ
るからです。その他に、住居表示の実施以前の旧町名であ

る「清水町」、「沓掛町」と「中通町」が一つになった「清
せい

沓
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中
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」と呼ばれる地区名もあります。

　現在の「清水」のあたりは、昔から清水が湧く湧水池が多
かったため、これが町名の由来であるとされています。町
名として「清水」となったのは、前述のとおり昭和7年から
ですが、それ以前からもすでに、この辺りは「清水」と呼ば
れていたといいます。
　大正時代、現在の「清水一丁目」24〜28番の付近では、
清水の湧き出す所が各所にあり、その場所は「清

し
水
みず

頭
がしら

」と呼
ばれていました。また、「清水一丁目」のほぼ中心部には、約
10㎡の湧水池があり、降雨後には湧水が見られたそうで
す（『文化財シリーズ37杉並の通称地名』）。
　郷土史家である森泰樹氏も、上記の湧水池のある場所
について、自身の著作である『杉並風土記』のなかで言及し
ています。森氏によれば、この湧水池の場所は井口長太氏
邸の北側にあたるとして、「清水がこんこんと湧き出てい
ましたので、江戸時代からこの地は清水と呼ばれ、井口長
太家のアダ名を「清水」」と呼んでいたといいます。
　現在の「清水」は、住宅が建ち並び、舗装されて、かつて清
水が湧き出るような場
所であったとはなかな
か想像し難い環境と
なっています。しかし、

「荻窪」や「天沼」などの
地名と並び、水と縁の
深い場所であった当時
の景色は、町名のなか
に生き続けています。

町名の由来と今 第4回

地名の歴史と由来／「清水」の地名	 幸田有美子（杉並区立郷土博物館分館）

地名の変遷

「清水」と呼ばれた場所
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二丁目

桃井
二丁目 桃井

一丁目
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現在の「清水」
※当センターの対象地域を示しています。

　子育てには大きな山が二つあり、一つは幼児期
4 4 4

、一つは思春期
4 4 4

だと言われます。幼児期に親に
できることはどんなこと？　幼児期の子育てのツケは思春期に出るなどという表現もありま
すが、安心して思春期を迎えられるよう今できることを探っていきましょう。
　講師は教育ジャーナリストで編集者の西東（さいとう）桂子氏。月刊「あんふぁん」の監修者で
もあり、幼児教育をテーマに各地で保護者や保育者に向けて講演しています。

★日　時：平成29年1月22日（日）午後1時30分〜3時30分
★場　所：荻窪地域区民センター 第1・2集会室

（詳細はP4の「講座案内」をご覧ください。） 西東桂子氏

幼児期の子育てが思春期を左右する講演会
紹介

矢嶋又次画「清水の湧水池」
杉並区立郷土博物館蔵

矢嶋又次氏もまた、記憶画の一つとしてこの湧
水池を描き残しています。

　秋晴れの10月16日（日）、本天沼集会所まつりが開催され、約670名の
皆さんが来場されました。保育園児や児童館生徒の皆さんの絵や工作の展
示、緑の相談窓口、鉢植え草花の即売、ならびに焼きそば、だんご、綿あ
め作りなどの模擬店に人気が集まりました。舞台では、パントマイム、コー
ラス、どじょうすくいなどが繰り広げられ、好評を博しました。

　2016年度の「地域懇談会」が10月28日(金)の午後、町会やケア24、
NPOなど地域団体の代表ら約50人（センター協議会委員を含む）が参加し
て当センターで開かれました。
　懇談会では（公財）ダイヤ高齢社会研究財団の澤岡詩野・主任研究員に
よる「地域づくりの担い手としての『団塊の世代』を考える」という講演の後、
6グループに分かれて地域活動の人材確保などについて意見交換しました。
　町会からは町会加入者の減少や役員の高齢化などの課題が提起された一
方、「町内会全体への参加でなく、小さなイベントのお手伝いをお願いする
ことから始めたらどうか」という提案も。参加者が地域課題について率直に
話し合える懇談会になりました。

第24回

来て！ 見て！ 楽しんで！

緑の相談窓口 天沼小学校合唱クラブ 日舞 わかくさ会

天沼児童館立体作品

本天沼集会所まつり

地域づくりの担い手を考える─2016年度地域懇談会

※1：村内を小分けした名の
こと。小
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ともいう。

荻窪音楽
祭

　荻窪音楽祭の自主企画として
「地域ふれあいマチネコンサー
ト」が、11月12日（土）の午後、
当センターで開かれました。今
年はグランドピアノを移動させ
て、本格的な演奏会場を設定す
ることができました。当日は6
組の参加者が、クラシック音楽
を中心に素敵な演奏を披露して
くださり、来場者は心地良い音
楽に酔いしれました。

「地域ふれあいマチネコンサート」


